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【一】次の史料をみて、後にある各問いに答えよ。 

 

（文治元年十一月）十二日（中略）凡

およ

そａ今度の次第、関東の重事

ちょうじ

たるの間、沙汰の篇、始終の趣、

太

はなは

だ思

おぼ

し食

め

し煩ふの処、ｂ因幡前司

いなばのぜんじ

広元申して云

いわ

く、「世已

すで

に 澆

ぎょう

季

き

、 梟

きょう

悪

あく

の者 尤

もっと

も秋

とき

を得、天

下反逆の 輩

ともがら

あるの条、更に断絶すべからず。而

しか

るに東海道の内に於

おい

てはｃ御居所

きょしょ

たるによつて靜謐

せいひっ

せしむと 雖

いえど

も、奸濫

かんらん

定めて他方に起らんか。これを相鎮めんが為に、毎度東士を発遣せらるるは、

人々の 煩

わずらい

なり。国の 費

ついえ

なり。此の次を以て、諸国に御沙汰を交え、国衙・庄園毎に、ｄ守護・地

頭を補

ぶ

せらるれば、強

あなが

ち怖

おそ

るる所有るべからず。早く申し請

こ

はしめ給

たま

ふべし」と云々

うんぬん

。二品

に ほ ん

、殊

こと

に甘心

かんしん

し、此の儀を以て治定

じじょう

す。本末の相応、忠言の然

しか

らしむる所なり。       ｅ『吾妻鏡』 

 

問 1 下線部ａにあてはまるものを次から選び、記号で答えよ。＜観点ｂ＞ 

   ア 源頼朝追討の院宣    イ 以仁王の令旨 

   ウ 福原京遷都       エ 木曽義仲入京 

問 2 下線部ｂが長官を務めた役所を次から選び、記号で答えよ。＜観点ｄ＞ 

   ア 侍所  イ 問注所  ウ 政所  エ 蔵人所 

問 3 下線部ｃの意訳として最も適するものを次から選び、記号で答えよ。＜観点ｃ＞ 

   ア 平清盛がおられる所なので穏やかであり、他の地方でも平和が続いていることでしょう。 

   イ 後白河法皇がおられる所なので静かだが、他の地方ではにぎわっていることでしょう。 

   ウ 源頼朝がおられる所なので穏やかだが、他の地方では反乱が起こることでしょう。 

   エ 源義経がおられる所なので争いが起こり、他の地方でも争いが起こることでしょう。 

問 4 下線部ｄの職務にあてはまらないものあてはまらないものあてはまらないものあてはまらないものを次から選び、記号で答えよ。＜観点ｄ＞ 

   ア 謀反人の逮捕      イ 殺害人の逮捕 

   ウ 京都大番役の催促    エ 異国警護番役 

問 5 守護・地頭が設置された後のできごととして適切なものを次から選び、記号で答えよ。 

   ア 鹿ヶ谷の陰謀が発覚した。                    ＜観点ｂ＞ 

イ 源頼朝が征夷大将軍に就任した。 

   ウ 源頼朝が後白河法皇より、東国の支配権を承認された。 

   エ 壇ノ浦の戦いが起きた。 

問 6 下線部ｅの説明として適切なものを次から選び、記号で答えよ。＜観点ｃ＞ 

   ア 公卿九条兼実の日記である。 

   イ 天台座主慈円が著した歴史書である。 

   ウ 親鸞の弟子唯円が著したものである。 

   エ 鎌倉幕府の事績を幕府自身で記録したものである。 
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【二】次の史料をみて、後にある各問いに答えよ。 

 

一 寺社本所領の事 ａ観応三年七月廿四日の御沙汰 

（中略）次に A ・ B ・尾張三箇

か

国，本所領半分の事，兵粮料所

ひょうろうりょうじょ

として，当年

とうねん

一作

いっさく

， 

軍勢に預け置くべきの由

よし

，守護人等に相触れおわんぬ。半分に於

おい

ては，宜しく本所に分け渡すべし。                         

『建武以来追加』 

 

問 1 下線部ａの時代の出来事として適切なものを次から選び、記号で答えよ。＜観点ｄ＞ 

   ア 後醍醐天皇が倒幕の計画をすすめたが失敗し、隠岐に流された。 

イ 足利尊氏が楠木正成や新田義貞と戦った。 

   ウ 高師直と足利直義の抗争が起こった。 

エ 足利義満が山名氏清を滅ぼした。 

問 2 文中の A ・ B にあてはまる国名の組み合わせを次から選び、記号で答えよ。＜観点ｃ＞ 

   ア Ａ－近江 Ｂ－美濃       イ Ａ－播磨 Ｂ－丹波 

   ウ Ａ－近江 Ｂ－紀伊       エ Ａ－播磨 Ｂ－美濃 

問 3 この史料が出される前に、守護に新たに与えられた権限として適切なものを次から選び、記号

で答えよ。                                ＜観点ｄ＞ 

   ア 平安京内の警備を取りしきる権限 

   イ 新任国司から前任国司に与えられる文書を審査する権限 

   ウ 将軍の直轄領を管理する権限 

   エ 幕府の裁判の判決を強制執行する権限 

問 4 この史料の内容として適切なものを次から選び、記号で答えよ。＜観点ｃ＞ 

   ア 3 カ国では、この年の収穫の全てを荘園領主が徴収する。 

   イ 3 カ国では、この年の収穫を守護と荘園領主が半分ずつ徴収する。 

   ウ 3 カ国では、今後の収穫の全てを守護が徴収する。 

   エ 3 カ国では、今後の収穫を守護と荘園領主が半分ずつ徴収する。 
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【三】次の史料をみて、後にある各問いに答えよ。 

 

ａ正長元年九月 日、一

いっ

天下

て ん か

の A 蜂

ほう

起

き

す。ｂ徳政と号し、 B 、土倉、寺院等を破却せしめ、雑物

ぞうもつ

等 恣

ほしいまま

にこれを取り、借銭

しゃくせん

等 悉

ことごと

くこれを破る。ｃ管領これを成敗す。凡

およ

そ亡国の基

もとい

、これに過ぐ

べからず。日本開

かい

白

びゃく

以来、 A 蜂起是れ初めなり。           『大乗院日記目録』 

 

問 1 文中の A ・ B にあてはまる語の組み合わせを次から選び、記号で答えよ。＜観点ｃ＞ 

   ア Ａ－土民 Ｂ－酒屋        イ Ａ－悪党 Ｂ－馬借 

   ウ Ａ－馬借 Ｂ－借上        エ Ａ－土民 Ｂ－悪党 

問 2 下線部ａは西暦何年かを次から選び、記号で答えよ。＜観点ｄ＞ 

   ア 1419 年     イ 1428 年    ウ 1441 年    エ 1467 年 

問 3 下線部ｂの成果が記された碑文の一部として適切なものを次から選び、記号で答えよ。 

ア 「カンヘ四カンカウニヲヰ

い

メアルヘカラス」                ＜観点ｃ＞ 

   イ 「自今以後に於

おい

ては両畠山方は国中に入るべからず」 

   ウ 「百姓ノウチツヨク成リテ近年ハ百姓ノ持タル国ノヤウニナリ行キ候コトニテ候」 

   エ 「惣ノ地ト私ノ地ト、サイメ相論ハ、金ニテスマスヘシ」                

問 4 下線部ｃの役職につく家柄家柄家柄家柄でないものでないものでないものでないものを次から選び、記号で答えよ。＜観点ｄ＞ 

   ア 細川      イ 山名      ウ 畠山      エ 斯波 

問 5 この史料の蜂起が始まった国として最も適切なものを次から選び、記号で答えよ。＜観点ｄ＞ 

   ア 近江      イ 紀伊      ウ 伊勢      エ 播磨 

問 6 この蜂起の後に起こったできごとを述べた次の文ⅰ～ⅲについて，その正誤の組合せとして正

しいものを以下から選び、記号で答えよ。＜観点ｄ＞ 

 

    ⅰ 将軍就任を果たせなかった足利成氏が鎌倉で反乱を起こした。 

    ⅱ 6 代将軍義教が有力守護の赤松満祐に殺害された。 

    ⅲ 嘉吉元年に起きた一揆により、7 代将軍義勝は失脚した。 

 

   ア ⅰ 正 ⅱ 正 ⅲ 誤    イ ⅰ 正 ⅱ 誤 ⅲ 正 

   ウ ⅰ 誤 ⅱ 正 ⅲ 誤    エ ⅰ 誤 ⅱ 誤 ⅲ 正 
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【四】次の史料をみて、後にある各問いに答えよ。 

 

堺の町は甚

はなは

だ広大にして、大なる商人多数あり。此の町は A 市の如

ごと

くａ執政官

しっせいかん

に依

よ

りて治めらる。 

ｂ『耶蘇会士日本通信』 

 

問 1 文中の A にあてはまる地名を次から選び、記号で答えよ。＜観点ｃ＞ 

   ア フィレンツェ    イ ナポリ      ウ ベニス       エ シチリア 

問 2 下線部ａに適するものとそれを構成する人数の組み合わせであてはまるものを次から選び、記

号で答えよ。＜観点ｄ＞ 

   ア 会合衆－12 人   イ 会合衆－36 人   ウ 年行司－12 人   エ 年行司－36 人 

問 3 下線部ｂは書簡集であるが、この書簡を送った人物を次から選び、記号で答えよ。＜観点ｂ＞ 

   ア ガスパル＝ヴィレラ     イ フランシスコ＝ザビエル 

   ウ ルイス＝フロイス      エ ヤン＝ヨーステン 

問 4 この史料以前の堺を支配していた一族としてあてはまるものを次から選び、記号で答えよ。 

＜観点ｄ＞ 

   ア 今川氏   イ 大友氏   ウ 北条氏   エ 細川氏 

問 5 この時期の都市の説明で正しいものの組み合わせを次から選び、記号で答えよ。＜観点ｄ＞ 

 

ⅰ 小田原は、南関東を支配した北条氏の城下町である。 

ⅱ 一乗谷は、越前の戦国大名浅井氏の居城がある城下町である。 

ⅲ 石山は、蓮如が開いた真言宗寺院を中心に形成された寺内町である。 

ⅳ 富田林は、河内国にあり一向宗門徒による寺内町である。 

 

   ア ⅰとⅲ   イ ⅰとⅳ   ウ ⅱとⅲ   エ ⅱとⅳ 

 

 

 

 

 

 

 

＜解答＞ 

各１点（合計２０点） 

【一】 問１：ア  問２：ウ  問３：ウ  問４：エ  問５：イ  問６：エ 

【二】 問１：ウ  問２：ア  問３：エ  問４：イ 

【三】 問１：ア  問２：イ  問３：ア  問４：イ  問５：ア  問６：ウ 

【四】 問１：ウ  問２：イ  問３：ア  問４：エ  問５：イ 

＜観点ａ／関心・意欲・態度 観点ｂ／思考・判断・表現 観点ｃ／技能 観点ｄ／知識・理解＞ 


